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北海道今井本庫鉱山銅・鉛・亜鉛鉱床調査報告

番場猛夫＊　五・十嵐昭明＊　菊　池 徹＊＊

Copper・lead・zinc・sulphide　Ore　Deposits　of伍e　Imai・Motokura　Mine，Hokkaid6

By

Takeo　Bampa，Teruaki　Igalrashi＆T6ru　Kikuchi

Abstract

　　　Copper－1ead－zinc－sulphide　ore　deposits　of　the　ImaシMotokura　min◎situaled　in　Utanoborレ

mura，Esashi－gun，Hokkaidδ，belong　to　the　epithermal　fissure遣11ing‘type．　The　mi血ing

district　is　composed　predomihantlyρf　propylitic　rock翁inclu（1ing　angular　or　subangu1αr　pebbles

of　slate，schalstein　and　limestone　in　large　quantities．　These　pebbles　are　believed　to　be6壬pre－

Cretaceousage．

　　　Fissures　are曽idely　developed　in　the　propylitic　rocks，and　show　a　lattice　pattern　caused

by　fracture　system　with：N500E　and　EW　trend．Cu－Pb・Zn－quartz　veins　found　in　the且eld

are　also　considered　to　be　controlled　by’the　fracture　system　describe（i　above．　In　the　outer

zone　of　the　quartz　veins，there　are　several　bonanzas　made　up　of　chalcopyrite，galena，sphalerite

and　pyrite　showing　veinIike　forms。　At　the　inters6cting　loci，particular　bonanzas　are　formed，

which，as　their　characteristics，show　the　zonal　structure　due　to　the“rhythmical　precipitation”

of　various　materials‘

　　　These　massive　ore　bodies　are　often　separated　by　several　thi耳quartz－veins。Sma1璽

amounts　of　barite　and　gypsum　are　observed　along　the　vugs　in　the　ore．一

　　　Judging　from　the　modes　of　occurrences　and　properties　of　ores，replacement　coPPer－1ead・

zinc－sulphide　ore　deposits　will　be　expected　in　addition　to　the　fissure－filling　type。　In　the

particular　bonanzas，there　are　complicated　features　suggesting　repeated　mineralization，although

the　general　succession　of　ore。forming　minerals　in　the　normal　ore　shoot　are　as　follows：quartz

pyrit亀chalc・pyrit亀sphaleriteandgale耳a；co▽ellin亀bariteandgypsu皿
　　　Such　differences　observed　with　respect　to　the　properties　of　ores，are　considered　to　have

been　brought　probably　by　the　characteristic　environment　accompanied　with　lattice　pattern

structure，but　the　phenomenon　reco帥ized　in　the　field　have　not　yet　been　clari盒ed　in　detaiL

要　　旨

　この報文には大要次のことが述べられている。
　　　もとくら
　今井本庫鉱山の銅・錯・亜錯鉱床は，北見国枝幸郡歌
　　　し　び　う　たん
登村字志美宇丹に位置する。

　地質は変朽安山岩・日高古生層・安山岩・流紋岩など

から構成され，鉱床は変朽安山岩中に賦存する。

　鉱床は浅熱水性裂擁充填型の鉱脈群からなり，EW系

とN500E系の2系統のものがある。この2系統の脈の

交叉する場所に特殊な塊状鉱体ができている。

　鉱石は一般ゐ鉱脈の場合には，黄鉄鉱・黄銅鉱・閃亜

錯鉱・方錯鉱および石英などからなる「ガリ鉱」である

が，上記の特殊な塊状鉱体の場合は，方錯鉱・閃亜錯鉱

の密集塊で，いわゆる「ムク鉱」を形成する。

＊北海道支所

聯鉱床部

　上記のほか，母岩の変質，鉱化作用の特徴などについ

ても2，3の問題をとりあげ，結論としゼ，もつとも重要

な鉱床は平安鑓で，これは下部に発展する可龍陸の強い．

ことを考察した。

1．緒　　言

　今井本庫鉱山の銅・錯・亜錯鉱床と，館山周辺の地質

を記載したものである。調査は昭和28年に始められ，

昭和29年に継続実施された。

　初年度の地質調査は，菊池・五十嵐が担当し，磯山功

が地形測量を実施し，次年度は，番場・五ナ嵐によつて

受継がれ，鉱山の周辺5kmの地質調査とともに，最近

着鉱した富鉱部の観察がす」められた。

　筆者らの調査に先だち，当鉱山の藤谷良一により，電

気探鉱が行われ，有望な地点が3カ所に指定され，開坑
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地質調査所騰（暴9巻第2号）

後まもなく，それぞれの地点で成功をおさめたことは注

目にイ直する。

現地にあつて，筆者らの調査を援助された本鉱山の藤

谷良一技師および目本鉱業KKの谷地忠技師，ならび

に助言をいた黛いた北海道大学の原田・石橋両教授に厚

くお礼申上げる。、

　　　　　2．位置および交通
　　　　　　　　え　さし　　うたのぼり　　　し　び　う　たん　　F
今井本庫鉱山は，北見国枝幸郡歌登村字志美宇丹にあ

　　　しようとんべつ
る。北見線小頓別駅から歌登をへて志美宇丹まで32km

は，拓殖軌道および，バスの便があるが，志美宇丹から

鉱山事務所まで18kmの間は，徒歩によらなければなP

らない。鉱山事務所は，徳志別川の支流オフンタルマナ

イ川上流の南岸にあり，採揖現場は2地区にわカ）れ，1

つは事務所の北方700mの地点の三和坑，1，100mの地

点の平安坑で，他は事務所の西方500mり地点の二殴，

坑である。

今回踏査した地域ば，5万分の1地形図「音威子府」の

南東端にあたる。　　　　　　。　　　　’
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3．鉱区・沿革および現況

鉱　　区：北見国採登　76・317・318号

鉱　種；金・銀・銅・錯・亜錯・硫化鉄

鉱業権者；小樽市富岡町2丁目16番地

　　　　三和鉱業株式会祉

この地域の探鉱は・かなり古く傘ら行われたようであ

るが，鉱区設定の端緒となつたのは現在の文珠坑の露頭

の発見であつた。昭和11年に藤沢角一（小樽市）がこの

露頭を発見，鉱区を設定Lたが，稼行するには至らなか

つた。昭和18年に今井作治の所有となつてから，三和

鉱業株式会祉を起し，これを鉱業権者とし，銅・錯・亜

錯を対象として，労務者30数名により操業にとりかX

つたが，まもなく終戦となり休山した。戦後まもなく再

開し，昭和22年に文珠坑の鉱石を中外鉱業村上製錬所

および三菱鉱業細倉鉱業所へ，それぞれ50tづつ送ρ

たが，交通不便のためその後の送鉱を中止した。そのと

きの送鉱品位はAu39／t，Ag1509／t，Cu3％，Pb39

％，Zn10％であつたといわれている。昭和27年から

翌年にかけて鉱区内の一部に電気探鉱が行われ，二股

坑鑓・平安坑鑓・一号露頭鑓など新しい鉱床が発見され

た。

現在，職員1名，労務者5名で，上記の新鉱床に対し

て，坑道掘進により探鉱中である。

4．地形および地質

北見枝幸の海岸から，徳志別川流域一帯にわたり，丘

陵性の地形が広く発達する。山は300～500mの標高を

示して相連なり，沢は広く沖積地を拡げつつ蛇行し，緩

やかにオホーツク海に注ぐ。

徳志別川の一：支流オフンタルマナイ川の上流に．至れ

ば，地形はにわかに急峻となり，鉱山事務所の附近から

沢は聾壁をつくり，各所で滝となり，函岳（1，15σm）に

達する。オフソタルマナイ川の北岸は，急な斜面となり

山腹に崖をつくりつつ，800～900mめ稜線に達する。

この稜線を越えて北側のツネオナイ川，山形団体の沢の

流域にはいれば，地貌は一変しふた』び丘陵陛の地形

を展開する。　　　　　　・
今井本庫鉱山の周辺の地質構成は，変朽安山岩・古生

層㌧角礫岩・両輝石安山岩・玄武岩質安山岩・流紋岩お

よび新第三系の礫岩・砂岩・頁岩で，そのうち変朽安山

岩・角礫岩・古生層はオソタルマナイ川流域にあって，

地域の南部に分布し，その他の岩類は，これを囲んで地

域め北半部および最南部にあり，前に述べた地形上の特

徴は，地質構成め違い塗よ，く反映している。

4．1　変朽安山岩および角礫岩

　変朽安山岩はオフンタルマナイ川の上流流域一帯に分

布し，一部に非常に多量の捕獲岩を含有し，古生層の角
　礫を多量にとりとんだものは，角礫岩とも称すべき岩相．

を呈するので，この種のものは次に角礫岩として一括し
　
て記述する。

　三和坑・平安坑の附近および蔭の沢には，延長500m

にわたる古生層が露出しているが，産状からみて，この

古隼層は変朽安山岩にもちあげられた根無しの岩塊のよ

うであり，さぎに述べた「古生層の捕獲岩をもつた変朽

安山岩」4）特殊な例とみられる。

　角礫岩は鎌田の沢・二の沢・蔭の沢・小橋の沢および

文珠沢の上流に分布する。そのほかオフンタルマナイ川

上流二股の附近にも多少の礫を含有する変朽安山岩がみ

られるが，これは角礫岩と変朽安山岩との中間の性質を
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第2図　今井本庫鉱肉周辺の地質図

示すものである。角礫岩を構成する礫の種類は，粘板

岩・珪岩・輝緑凝灰岩・蛇紋岩・石灰岩およびはんれい

岩などであるが，はんれい岩域外の礫は，文珠沢以東に

集まつて露われ，特に石灰岩の礫は蔭の沢附近に限られ

ている。またはんれい岩の礫は，地域の西端において少

量認められるが，こ二では他の岩石種の礫が認められな

い。角礫岩の構成物を概観すると，それぞれの岩石種が

地区に応じてまとまりを示しており，また捕獲された岩

塊の大ぎさが，一般にゼノリスとして容認されているも

のとは，比較にならないほど大ぎい規模のものであつた

りする点からみて，変朽安山岩や角礫岩の下部の地質状

態、が，地表部に反映していると考えられる。

　変朽安山岩は淡緑色を呈する緻密な岩石で，1～2mm

の斜長石の斑晶が点紋となつていることが多い。斜長石

の斑晶が小さいときは，一層青みを帯びて，さらに緻密

な岩相を呈する。

　鏡下では安山岩質の構造を示し，緑泥石と斜長石が斑

晶となり，石基は斜長石・石英・緑泥石の微晶で埋めら

れている。斜長石はいずれもソーシュル石化し，屈折率

の低い部分が綱目状となつて結晶内部を侵し，少量の方

解石が放散されている。

珪化したものは，野外では青みを失い，白色となり，

斑晶が明らかでないが，鏡下では安山岩質の構造を示し

汚染した斜長石の斑晶を留める。石基は多量の石英の微

晶を含み，少量ながら常に絹雲母を伴なう。

　角礫岩のマトリヅクスをなしている部分は，珪化作用

ないし炭酸塩化作用を受けることが特に著しいが，先に

述べた変朽安山岩に特有の石理が保存されている。本岩
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、



地質調査所月報（第9巻
はいずれもかなり変朽しているにもか二わらず，岩石の

F石理を消失するまでに至つていない点が特徴のようであ

る。

　4．2新第三系
　新第三系ほ礫岩・砂岩・頁岩の互層からなる。頁岩層

には薄い石炭を伴ない，砂岩中にはCoz耽吻sp．を産

する。

　また本層の上部は砂岩・頁岩を主とするが，下部は礫

岩が優勢となつている。この礫岩には変朽安山岩や古生

層の粘板岩・輝緑凝灰岩・石灰岩の礫が含まれている。

　本層は走向N70。Eを示L，傾斜は北部では200NW，

南部では50Q＄となつてい観概観すると，東西を軸

とする緩やかな背斜構造をもつもののようである。

　4．3両輝石安山岩

　変朽安山岩と新第三系の境界附近は，両輝石安山岩に

よって覆われている。本岩は950m高地を中心として

山の高所を覆い，末端部は山の八合目附近に達する。，

　紫蘇輝石普通輝石安山岩で，斑晶は0．5～3．Ommで、

普通輝石・斜長石が主となり，紫蘇輝石に乏しい。石基

は上記の各鉱物の微晶からなるが，石基の一部はオ7イ

チヅク構造を示すことがある。

　4．4玄武岩質安山岩

　本岩はオランタルマナイ川の南部の標高600m附近

より高所に分布し，変朽安山岩を被つている。

　斑晶として紫蘇輝石・斜長石（0．3皿m）をもち，石基

　ぺ
第2号）

は緑泥石と針状の斜長石とからなり，オフィチック構造

を示す。

』4．5流紋岩
　　　　　　　　、
　本岩は地域内で数ヵ所に分かれて分布するが，いずれ

もツネオナイ川の西部地域にあり，岩床状・岩脈状およ

び熔岩状などを呈し，産状に応じて岩質もいろいろで，

流理構造の著しいもの，塊状のもの，凝灰質のものなど

がある。

　流理構造の著しいものは，ツネオナイ川の支流「大曲

の沢」の上流に，川底一面に露出しているほか，山形団

体の沢の上流にも同様なものがみられる。産状からみて

これは岩床のようである。本岩は鏡下でも流理組織がよ

くあらわれ，針状斜長石と石英の微晶およびガラスから

なり，斑晶は0．3mm内外の短柱状の斜長石が少量み

られるに過ぎない。

　塊状のものは，岩脈状をなし，山形団体の沢のやΣ下

流には滝をつくつて露出し，柱状節理の発達が著しい。・

0．5～1．Ommの曹長石の斑晶にとみ，石基は石英の微

晶を含むガラスからなる。

凝灰質流紋岩はオフンタルマナイ川と，山形団体の沢

の分水嶺附近に広く分布し，熔岩状を呈する。帯黄白色

で流理構造を欠き，鏡下では0．5～2．Ommゐ斜長石斑

晶からなり，石基は石英・斜長石の微晶で埋められ七い

る0

4。6’地質構造一

、

／0・脚

・ん医16・艇石

　（仏3～婦）

，講欝野

／

／954年8月夏在　　　番場’五＋嵐

第4図今井本庫鉱山
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　地域内の断層系または裂罐系を

概観すると，規模の大きいものは

ないが，小さいものは各所に観察

され為。断層・裂鐸の性質は，岩

種に応じてそれぞれ特徴があるよ

うで，変朽安山岩の内部にあつて

1は，東西系およびN40～500E系

のものが発達する。新第三系の堆

積岩地域においてはN30～400W

系の断層がみられる。

影募
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　変朽安山岩の分布地域内の2系統の断層・裂罐は二の

沢・文珠沢・オフンタルマナイ川に代表的なものがみら

・れる。この断層なレ・し裂罐の特徴は，裂罐充填の石英脈

を伴なつたり，周囲一帯が強く珪化している点で，石英「

脈を伴なう例ほ上徳鉱山（EW系），文珠沢一号露頭

くN50。E系）などで，珪化の例は二股坑（N50QE系）であ

る。相方を伴なって“る例としては，三和坑・平安坑を

あげることができる。2系統の断層はときに交叉し，概

観して格子状の構造となつている。

5．鉱床概観

　鉱床は変朽安山岩を母岩とする裂罐充填型とみられ，

特殊な塊状鉱体を除けば一般に脈状の鉱床で，地域の北

部から上徳鉱山鑓（目本鉱業K：民の所有）・一号露頭

鑓・平安坑鑓・三和坑鑓・二股坑鑓（以上は今井本庫鉱

山の所有）などが知られている。

　このほかにも小さい露頭や旧坑があるが，、これらの

鉱脈群のあり方を概観すると，一号露頭・二股坑鑓は

　第3図上偲鉱山1坑
N50QEの方向をとり，ほかは東西ないLそれに近い延

長方向をとつている6したがつて鉱脈は地質構造の支配

を受けていることが明らかである。

　鉱脈は東西系のものも，N50。E系のものも総じて石

英脈に伴なわれるものが常で，石英脈から遊離するもの

はまれである。いずれも鉱石鉱物は方錯鉱・閃亜錯鉱・

黄銅鉱などから構成される。石英脈の規模はいまのとこ

ろ上徳鉱山鑓が最大で，延長は東西に1．5km，脈幅は2

m内外となりう傾斜延長は200mに及ぶものとみられ

ている。石英脈は末端で，脈幅10cm内外となつて分

散し，網状となつて尖滅するもののようで，その好例は

第一露頭でみられる。こΣでは石英脈はしばしば晶洞を

っくり，櫛歯状の紫水晶が脈壁の両側から群生し，少量

ながら常に閃亜錯鉱・黄銅鉱を伴なう。

　特殊な塊状鉱体と称するものは，2方向の石英脈P（裂

錘）の相交わる地点にしばしば現われ，方錯鉱・閃亜錯

鉱g黄銅鉢が濃集して，不規則な形態をなしている5こ

の種の鉱塊は二股坑・平安坑においてみられ，その規模

ぬをだを
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は平安坑切羽で現在掘馨中のものが最大で，最近延長

20m，幅3nfまで確認された。

　鉱床の母岩は，広義の変朽安山岩で，岩質はまちまち

である。上徳鉱山鑓は角礫状破砕帯を両盤に伴ない，三

和坑・平安坑では，下盤の一部は古生層粘板岩からなり，

また二股坑・一号露頭では，両盤は白色の珪化岩となっ

ている。この白色珪化岩は変朽安山岩が脱色し，珪化作

用を受けたものとみられるので，鉱床は変朽安山岩の裂

鐸構造に関係するとみる1べぎであり，岩質の差異には直

接の関係はないように、思われる。

6．鉱床各論

　6．1上徳鉱山鑓
　この鑓は二の沢の上流にあり，沢沿いにほとんど直線

　となつて東西に走る石英脈で，そのなかに金・銀・銅・

錯・亜鉛を含有する。この鑓は沢の各所に点々と露出

　し，4っの坑道によつて探鉱されている。坑道は上部か

ら1坑・2坑・3坑・4坑の順序で，親在入坑可能のも

のは1坑・3坑のみで， 前者は最近開坑したばかりで，現

に掘進探鉱中である。3坑・4坑は昭和11年に探鉱坑

道として開坑し，鑓押しをそれぞれ500m進めて，作

業を中止した。

　こ』に1坑の坑内スケッチを示し，石英脈の一部を記

載する。

　坑口附近では，石英脈はN800W・700Sの走向傾斜

を示し，上下盤とも角礫状をなしている。鉱脈は幅1m

前後で，上盤よりの方でやN網状に分散し，その上部に

は薄く粘土層を伴なう。この上盤母岩のなかには石英脈

と平行して裂罐があるが，これには石英脈は伴なわれて

』いない。坑口から20m奥でN60。E・800ESの走向傾

’斜の石英脈が露われる。こ』では母岩の粘土化作用が著

しく，両系統の石英脈の相互関係は判然としない。．しか

しこの粘土中に，珪化した岩塊がはいつているので，こ

の附近にはかなり幅広く珪化作用が行われたように思わ　

れる。このような部分では，脈は2～3mの幅となり，・

その先ではふたΣび東西系の石英脈のみが続く。しかし

い
、 まのところ，まだ富鉱部にあたつていない。

　6．2平安坑鑓
　平安坑は，文珠沢の上流二股の地点にあり，電探を行

つたうえで，そのアノーマ、リーを目指して西に向けて開

坑したものである。

　第4図に示すように，坑口附近はやX珪化した変朽安

山岩であるが』途中で坑道は古生層にあたり，両岩の

境界にそって掘進している。両岩の境界は走向・傾斜

’N700E・8QOS，となり，両者の問に脈幅1m前後の石英

脈を伴なっている。この脈の下盤側にはしばしば黄銅

鉱・閃亜錯鉱を主とするビリ鑓がみられるが，いずれも

まとまらずに尖滅している。図中の品位は試みに1塊を

とつて分析した結果（札幌通産局分析課）である。この石

英脈は，レばしば他の石英脈によつて斜に切られている

ことからも，石英脈の生成は1回で終らなかつたことを

暗示するものである。

　本坑の切羽附近には，東西系およびN50。E系の裂罐

が発達し，東西系の裂罐は脈幅1mの石英脈によつて，

みたされており，両系の裂罐の交叉点には，方錯鉱・閃

1亜錯鉱・黄銅鉱などからなる塊状の富鉱部が露われてい

る。この富鉱部はN50QE系の細い石英脈の隔壁によつ

て切られてし1るが，概観したところ，下部に向けて発達

しつつある。

　この附近は電探のアノーマリーの位置にあたつている’

ので，その成果が各方面から注目されている。最近現地

からの報告によれば，この鉱況が30m連続し，なお発

展する模様で，石英脈の隔壁を境として，鉱石の性質は

塊状となつたり，皮殻状となつたり多少変化をみたよう

である。皮殻状鉱石は一般に10パ50clnの玉ねぎ状を

なすが，その著しいものは径2mにも及ぶものがあ◇《

準ということである。

　6．3　三禾口坑鑓，

　三和坑は文珠沢の中流で，変朽安山岩と古生層珪岩と

が接するところに開坑し，両岩の接触部に沿い，北西に

向けて掘進したものである。

　坑道の延びは100mで，その間に有望な脈は発見さ．

れず，レ探鉱を中止した。その間石英脈は細いものが多

く，鉱脈もピリ鑓で終ることが多い。興味あることは坑

口附近における古生層と変朽安山岩との接触状態で，両

岩は鋸の歯状に接し，球400WとN700Eの方向の境界

が交互に現われていること，である。この附近は珪化作用，

が著しく，多少の粘土も伴なわれており，そのなかに黄

鉄鉱の鉱染がある≧ころなどからみて，はじめの接触面

が後に，斜にセン断されて，このような形をとるに至つ

たものと思われる。

　また三和坑坑口の貯鉱場の鉱石中から重晶石を伴なつ

た方錯鉱・閃亜鉛鉱の密集塊がみられるが，この種の鉱1

石は現在坑内ではみることができない。

　6．4二股坑鑓
　昭和28年に行われた電探のアノーマリーの1っは，

オフンタルマナイ川の二股附近にあらわれたので，そみ

附近を剥土したところ，粘土化した変朽安山岩中に鑓幡

1．5mの鉱脈を発見した。これはN450E・85。SEの走

向，傾斜を示すもので，これを13m東側から鋸入坑道

を切ったところ，およそ10mで着脈した。附近の母岩

は著しく珪化し，ほとんど原岩の組織を留めていない。

38一（104）



北海道今井本庫鉱山銅・鉛・亜鉛鉱床調査報告　（番揚猛夫・五十嵐昭明・菊池徹）

手
紡土イし

0 3
』一一一一一一一笥し

臥 Nl濯

樋

第5図今井本庫鉱山二股坑地質図

鉱体の形はまだ明らかでないが，いまのところ10cm

内外のものが格子状細脈となり，その中間は珪化してい

る。格子状細脈の方向は，走向・傾斜はそれぞれN45。E・

850SEとN60。W・500NEをなす。附近の地質の構造

からみると，本鉱床の位置はEW系とN500E系の両

裂罐系の交叉する場所にあたつているので，格子状細脈

の鉱床が生成されたともみられ，一般の脈状鉱床とはか

なり違った形に発展するものと予想される。

　鉱石は閃亜錯鉱・方錯鉱に冨啄，黄銅鉱や黄鉄鉱は比

較的少量である。晶洞にはときに石膏の微晶がみられ

る。

7．鉱　　石

　鉱石鉱物は，黄鉄鉱・黄銅鉱，・方錯鉱・閃亜錯鉱・銅

藍からなり，一部に赤鉄鉱を伴なう。脈石鉱物には石

英・絹雲母のほか少量の重晶石・石膏などがみられる。

銅藍・赤鉄鉱・重晶石・石膏を除く他のものは，常に密

接に伴なって主要な構成鉱物となつている。

　鉱石は鉱床の形態一脈状，塊状一㌍よつてそれぞ

れの特徴が示されている。鉱物の量比ならびに鉱物組合

せ，一共生関係でも多少の違いが認められる。

　以下に各鑓から得られた鉱石をスケッチによって紹介

する。

　以上のような資料から共生関係を吟昧したところ，脈

状鉱床からの鉱石では第1表のような結果を得た。なお

塊鉱における鉱物共生の形と，その意義については記載

・によつて補いたいと考える。

　塊状鉱床においては，方錯鉱・閃亜錯鉱が多量にな

り，さらにしばしば銅藍・石膏などの晩期晶出の鉱物を

伴なうことを特徴とするが，脈状鉱床は一般に黄銅鉱が

優勢で，晩期晶出の鉱物があまり伴なわれない。

　前に述べた平安坑切羽から産する皮殻状の鉱石は，こ

の鉱床群から始めて得られた形のものであるが，：黄鉄

鉱・黄銅鉱・閃亜錯鉱・方錯鉱の組合せのものが，縞状

となつて幾重にも重なり，鉱化作用の重複したことをよ

く示している。こNに特記すべき点は方錯鉱がもっとも

早期に現われ，輩鉄鉱がもつとも瞬期に晶出したこと

で，一般の黒鉱式鉱石に容認されている形とは，はなは

だしくかけはなれた複雑さを示していることである。

第1表　脈状鉱床における鉱物の晶出順位
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第5図a　今井本庫鉱山平安坑塵（脈状）
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　　第6図b　上徳鉱山4坑産（脈状）
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第6図c　今井本庫鉱山1号露頭塵（脈状）　’　　　　　　　　　　　　　　第6図d　今井本庫鉱山二股坑塵（塊状）

　Q＝石　英，Py：黄鉄鉱，Cp二黄銅鉱，Zn；閏亜鉛鉱，G1：方鉛鉱、Cv；’銅藍，黒部：研磨面の凹み

　この点にっいて筆者らは，構造的な問題をとりあげて

次のよ5に考えている。

今井本庫鉢肉の周辺地域には，N50。E・EW両系の裂

舞系が発達していて，これが鉱床の生成にあたつ七，そ

の形態を支配したことはもちろんであるが，：両裂罐系の

交叉する点では，監単純な脈状鉱床のほかに，複雑な形態

の富鉱部をもたらした。またこのようなところは鉱液の

遥路も複雑で，径路を異にした鉱化作用が重なり合った

とみることもでぎるであろう。ある径路を経た鉱液は，

上昇の途中で早期晶出の黄鉄鉱・黄銅鉱を沈澱し終っ

て，現在の位置に到達したときには，方鉛鉱・閃亜錯鉱

の組成に富んだごとであろうし，別の径路を上昇してき

た鉱液は，現在の位置で始めて沈澱を開始し）それらが

重なり合つて，皮殻状鉱石に特有の特殊な鉱物共生関係

を示すに至つたものではないかとみられるのである。

塊状鉱体の内部に特有の石英脈の隔壁は，この問題に

関連して重要な意義をもつものと考えられる。

おもな鉱石について当所で行つた分析結果は次の通り

第2表．各種鉱石分析表

坑道，名

SiO2

Cu
Pb

Zn

平安坑
（脈状）

39．10

0．10

13．51

17．22

平安坑
（皮殻状）

33．68

3．84

8。20

8．96

二股坑
（格子状）
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第6図e今井本庫鉱山平安坑産皮殼状鉱石

である。

Py：黄鉄鉱，Ch：黄銅鉱，Zn：閃亜鉛鉱，G1：方鐙鉱，Q：石英，BG二石膏ま牝は重晶右

8．・結　　言

　以上に述べたところを要約すると，次の通りである。

　（1）鉱山附近の地質は，古生層の礫を多量にとりこ

んだ変朽安山岩からなり，一部は角礫岩となり，鉱床は

　これらを母岩としている。

　（2）変朽安山岩中には，N50。E・EW両系の裂罐系

の発達が顕著である。

　（3）鉱床昧上記の裂罐系に支配された浅熱水性裂罐

充填型のものである。

　〈4）　鉱脈は一般に石英脈中にあつて，黄鉄鉱・黄銅

鉱・閃亜錯鉱・方錯鉱などからなる。

　（5）　2系統の裂罐の交叉する場所に，特殊な鉱塊が

できている。ごの鉱塊はしばしば及殻状鉱石によつて構

成され，上記鉱石鉱物のほか銅藍・石膏などを伴なう。

　（6）　鉱化作用は脈状鉱体では，一般に石英・黄鉄

鉱・黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方錯鉱の晶出順位を示すが，鉱

塊では，この順位は乱される。

　（7）地質構造は，鉱床の形を規制したばかりでなく

鉱石の性質にまで影響を与えたということができる。

　（8）　もちろん，裂罐構造が顕著に現われていても鉱

床を伴なわない場合も多く，鉱床の生成は，上部構造

　と，下部からの物質の供給という2つの要因の組合せに

　よって，始めて完成されたと考えられる。

　（9）今後の探鉱は，平安坑ならびに二股坑の鉱床に

、対して，それの形態と規模の把握に努めることが肝要で

あろう。さらに電探のアノーマリーに対しては探鉱坑道

により深部の状況を把握することが必要である。

本鉱山でもつとも重要な鉱床は平安鑓である。この鑓

は種々の兆候からみて下部に発達する可能性が強いと考

えられるので，それに応じた処置をとることが急務であ

る。　　（昭和28年9〔40月，29年8～9月調査）

附記

前記今井本庫鉱山の鉱床記載は，昭和29年夏に行わ

れた調査に基づくもので，記載後3力年を経渾してい．

る。その間における本鉱山の探鉱成果には著しいものが

あり，現在では優秀な富鉱体を把握し，本格的操業の段

階に進みつつある。したがつて前記報告の内容は現況か

らみて時代遅れのするものとなつてしまつた。最近筆者

らは本鉱山の現況を視察する機会を得たので，その結果

をこ』に補ない含附記することにした。

　前記報告にも指摘しておいたように，本鉱山でもつと

も重要な鉱床は平安鑓である。この鑓に対して平安坑お

よびその下部30mの平安一号坑が開難されている。

平安鍾にはいまのところ東西2つの富鉱体が知られてい

る。上部坑道（平安坑）では西部冨鉱体が，下部坑道（平

安一号坑）では束西両富鉱体が把握されている。平安一

号坑は坑口から92mの地点で着脈し，鍾押しを約100

m進め，両富鉱体に対しては掘上りをかけて採鉱中で

ある。平安一号坑地並において鉱床は多少の消長を示す

が，平安坑地並における鉱脈の発達状況に較べれば脈

幅・品位ともはるかに優勢である。
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・第7図今井本庫鉱山平安錨の平安坑および平安一号坑の鉱床図

　上記のように脈が下部に発達してゆく見透しが得られ

たために，平安一号坑のさらに70．2m下方から北に向

け平安通洞を現在掘進中である。本通洞は第口から65

mの地点で文珠鑓（平安鑓の前鑓）を把握している。な

郭本通洞が平安鑓に達するまでに約400mが予定され

てい・る。

　平安坑・平安一号坑における鉱脈の賦存状況と，東部

富鉱体の概要を第7図に示した。富鉱体璽特徴は「ムク

鉱」と「ギリ鉱」とからなり，一般に「ムク鉱」は「ガリ鉱」

を中間に挾んで上，下盤際に胚胎している。rガ，リ鉱」と

は石英脈中に黄鉄鉱・黄銅鉱・方錯鉱・閃亜錯鉱などの

硫化鉱物の散点，またはそれらの網状脈が介在するもの

で，rムク鉱」とは方錯鉱または閃亜錯鉱の密集塊からな

り，脈石をほとんど伴なわないもので，こXにはしばし

ば黄銅鉱が随伴している。

　現在のところ，ムク鉱体の最大のものは東部富鉱体に．

附随するもので，長さ10m，厚さ1．5mあり，落しは

西方上部から東方下部に75。前後の急傾斜を示してい「

る。落しの延長についてはまだ述べられないが，西部富

鉱体では掘上りによつて30mを確認しているのでムク

鉱体の延長は落しの方向にもつとも連続性が期待できる

であろう。

　第7図にも明らかなように，ガリ鉱の分布範囲はきわ』

めて大きく，脈幅2～3mに及び，走向延長，傾斜延長

ともにかなりの「延び」を示している。ムク鉱の分布はこ

れに較べ，は為かに局所的である。

　鉱石品位は着脈点における脈幅4mにつ“ての総平・

均として示せば，Cu1．52％，Pb5．42％，Zn11．46％

である。こ玉は大部分がガリ鉱であるから，おXむねガ

リ鉱品位とみてさしつかえない。ムク鉱は方錯鉱を主と

する場合Cu5．90％，Pb45．61％である。

　今井本庫鉱山は最近3力年において，以上のような大

発展を遂げ，昭和32年7月から60馬カエアーコムプレ

ヅサーを設けて坑道掘進を行うと同時に。志美宇丹部落

から山元まで18kmゐトラック道路を建設中である。

　　　　　　　　　　　（昭和32年9月30日記）
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